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防虫'科学

の進むに従って柑 ヒされでLJDIこか あゝらず･有効初

山分の殺虫効果が劣って解るのはやは_り供試飼料の調 ･

袈?不備もあると,R7.はれるo今後一考を嬰する点であ

甘.p'hrymarol､はその分子式を定めることは出来た

が未だ試料伐少ゐため描法決定に至っていなし､が,臥 '-

々の呈色反応やヂギトェド生成からは スゞテリン系の′

物質と予想されるこな疹その介子中l=,!ま臭素の吸収
三テ1.ラニ1､ロメarンによ.る呈色;過マンガン酸加盟の

:脱色等に.より二第結合の存在,ア1-わ /1･生成により

去テ.)./系物質の殺虫性にJv,いては末だ井関にして l
知らないLのでその殺虫機構についても今後の研究にま-

たねばならない｡ ､

-′実放た当り田村太郎,柏司両氏に御助力を軌 試料 ;;

採集に本学釈習林大野伐一致按.深辺胴 等,山本記入 ~

両氏の御援助を得たo併せて感謝の君を'Rする｡又種

々御数式1-､た-1･き..H戯稿の鍍金を与-られた京都大 二
一一学武同･三台教授に惇く謝意を表するL｡研究室Flの一部は ●

文部省科学研兜卿こ仰いだ｡惇く神意を表する｡_～
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･The･insecticidalprincipleof dH aedokuso'I

phryma-1eptostacT)yaL.against､thecommon

house丹yhasbeencontainedinthefreshand

dryrootOFtheplant(TableI,IT)and甲traC-
teldb_Volganicrs-olvents(TableIII,lV)･Itha,s

contaiQedinthe.nell.tralpart(Fract･ⅠⅠ)butnot

in･'acidic(FractJ)dralkalipa,ioEthecther

extract､an d･siparatcd from ･theunsapopi仙Ic
mat-fらr(蕪 'cl･LIIa)a叶 purriGedhytl-cliquid

ch,-. h ithog,aphyonthealJminユ-(Fract.llh).
Atiinsccticidal~prineiplelVhichi.ssccmeda

kind'oEstol_TZaCPOISOnagainstthecommf)n

house瓜yh.asbeenisolatedi_nlacrystallinest･ltC

assho､vninFig.Ⅰ＼andTla.neditPhrym･lrOl.●

･･PllrymarOIwas丘necolorlessncedlcs;m･･p･

134cc･FJ=oTl苧nalyticaldata.aT'd molecular

lVeightofPhry.marolandits'･lfCtalc,the
empiricalformulaW由detcrmine(las｢2T･17420･

Judgingrfromits'characteAristics(Li_cl,crm･lnn

I-liar-char/d and Tschugae,v Color rcactjon

positive),itseemedpro.bablethat'i= vasa
kindofsterinte. ,

OntheRelQtiopBetweentheParticle坤apeof.PowderoLCalcJ'tlm Carbomte

anditsLethalEffecttoAdtLltsoftheAmki二BeanWeevil(CaZlosobr_uchuschinens':s

L･),andthe･Differencehof軸 ockDownFffectBetwc.eQDDTPowdersPrepar-
edwiththeseCalcium CarbonatestoAdもltsloftheCommonEotlSefly(Mふscado-''.
叩eSticaL･)･SttldiesontheBiological-Assayoflnsec.tJ'cjdes･軍ⅠⅩ.SumioiJAĜŜ-

Ŵ andMas'afu㌫iAn̂KA!V̂ I(Takei/andJsuitoLaboratory･InstitutefワrFhemical

Rc;eareh,K)･otoUniversity･Takatsuki,Ohsaka)･FeCei'vcdFeb･10;1952･Botyu-Kagah巧

17･14,195.2･′(withEnglish.ieshme,19).- ～､
41:形状のことなる安寧カルシウム微粉Dアズキゾウムシ成虫 にたいする.致死作用

~と,Ljは 担体とした粉剤のイエバ羊成虫を落下仰孝幸せしめる効力の相違に?いてo1- ヽ

E殺虫剤の生物試放吟か-んする研究O第19報O 長沢純夫 ･荒川正文 (京都不 学咋学研究肝
･武居Iiよび水渡研究室).27.2.lo受埋

Ⅰ.緒 言 → } 粉体の有効度が,紋粉粒f･の形状によって相違するこ

いわOIるN不活性′物質微粉それ自体の昆虫にたい とははやくから指摘せられているところであるが･誰

する画 作肌 TJ至は.これを担体とする諸種殺虫剤 済らもまた神 変カルS'ウムの鉄粉粒子について弼紬
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1.ji実をこのたびたしかめることができたのて.ここに
その人要t/附1.'･ナる｡

本文にはいるにさきだち,終統御.Willなる馴肺!vJと
馴塚助をたまわった水音曝炎 -.･人gtf稔 rL仰臥I:と,突放
の助'JJと捌 t'tの'"I3:tlに,比ソJせLl}lLた竹｣l砂川(梢にrlu.

越の此故を人rる攻防 ⊂ある なおこの附兜はHTUll'_J6
it'･腔文.tY'JrJh科学qr･究也の以戚にその･一部ir,1'tっている｡

金石記して;男.ruy亡をよしたい｡

Il 実験にもちいた炭酸カルシウム

(I)製法｡本実敦に伏和した茨酸カルシウムは水酸
化カルi,ウムと洪故ガスとの反応によって生成したも

のである｡すなわち石衣77を約 1000-1200oC にて

良貨成してえられた生.77次 (CaO)を崩潮水で附化して

水轍化カルi,'-/ム (Ca(0日)i･)とするO

' cao+1120-Ca(011)2

この水酸化カルシウムに淡取ガスを通じるとry之慨カル

シウムの沈澱が8三ずる｡

CO空+H20--Ⅰ12CO3

Ca(01り=+H2⊂03-CaCO3/ +2Hの
この時反応温度およびおのおのの池皮を適当にかえる

と和々のことなった粒子径,形状をもった脱酸 カルS'

ウムの沈澱がえられる(14)｡ この実除に使川したのは

CaCO3. S-6および CaCOJ,U の二相で,その平

均粒 (一径は大体おなじ位をしめすがその/JJ:仰状態およ

び形状はいちぢるしくことなっている｡

(2) 粒子e)形状

この2柿の淡慨カルシウムの光′7:榔徽銑および謁T一

柳徴銑写A-1を,図 1,2にしめす｡
図1は CaCO3,S-6の';trJ二期徴投写glであって,
その粒 仁は細長い払錘形をしめしそのくずれた形のも

のも多い｡
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I/ig-i.^nelcctTOnnic川frr叩hor
c.ltCium c'lrbonale,S-6.(×3,00り).
∧15tla(IolVing.

この写矧 ま∧1-shado､､ingがほどこしてあるから,

その於!;tiからXnl･-･1''I.(･ではなく巾とおなじ程度の高さ

をもつ'F''I.r･であ7.こともlA11‡しろ｡'等出には良さ6FLぐ
らいのものから数 JOm/Lの徴F''(.l'･まで,みられるo

図2は CnC()3-U の光学鰍f蛾 'T=3rrrC-あって,
糾方J(TAi経机lllJのL)JlF)守.イiのよくそ7}つた3pぐらいの

粒 (･であることがわかる｡

Fig･1)･ ^ photo-mi crograph of
calcium cTLrbonate,U.(×1,UOO).

(3) 粒度分布｡この写兵から大体の人きさをしろ

ことができるが,さらに沈降放く15)によってその枇舵

/JJltiを測道した｡比相法は}:秤をもちいたr雌脚立R=測

道群を仙JljL 水)_r･JJJ故郷としてこれに追払の ノク燐
酸 ソーダを的制笠利としてくi)えた｡その相月さえられた

#;i.舵/JJrIitIこ状図Jiは,耶;i区‖こしめすとおL)である｡
どちらの舶憤カル /.A/人もJFLと4〃 のあいだのIi;I.(･

がjllも多いが S-6より LTの方がF:llr･がJLJ-ぐこの
Fl'Uの*'''/j･が.58,%'をしめていることがわかる｡

ⅠⅠⅠ アズキゾウムシの成虫にたいする戦死作用

(1) 供試昆虫o供試昆虫としては,10教科 こわた

る熱化飼育をへで新[!)'･逃された,ILEf!lま等巾/･Jにもまた膨了Li

学的にも大体 ･雌の出伝E'7'.hIミ門をイけ る 177:･紙とみな

される.滋榔人･'iL'出挙.W上山i甘朋党'i圭の糸紋.Jdもしいた
この伽JJftt氾比.'JU9C.蛸陳述色度7･'3,0.'U)稚拙 患什 卜に

おいて,(,TJJく･'㌦Jl･-),UQ'内外のノせ 勺.;中止帥 ･jFlとしこ
おこなわれたく叫｡

(2) 実験装置と方法｡突放非道･-)I肱とも長沢(IlJ

によってさきにしろされたところとおな じで,強度

30oC, 関係湿度73%の環境秦件下でおこなった｡供

託iJi数は雌枇それぞれ300匹づつをもちいたが,?.LT.地

代対!!(.'L区をあわせもうけて突放をおこなうことは,チ

でに.tbi鴫 hノしノウム暇粉がTズキゾウムンにたいして

jUL叱的にはたらく'Jt;実をkl丁場にしてあえてこれをしな
かった｡なおこの実鰍 まJlr掃12tiJ,tこ11月611から18日に

いたる糊仙 こおこなったものC･-ある｡
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I.Fig/3･l{istogramrepresentingfrcqu-
cncydistrilJutiorloLparticlesizeof
calciumcarbon･llcdeterminedbySu-
itoandArakawa'sautomaticrccoTd-,
ingscdiI.cot.1tiopbalance.()5)

.(3) 実験結果｡上述の方法によってえられた2位

q城主酸カルi'サム紐粉のアズキ･}'ウムシ?成虫にたい

する致死時間(T)と･畝肘 扮 率(Y)と?図旅をX-1こ
∴してしめすと範1炎のごとくである｡

不活性物質徴粉によって怒適される致死率は,こ.aL

､をBlissの probit11.経 におきかえた場合･如鵬
問の実数iこたいして直税の開脚こあることはす7:1_=し

･るされた'll'｡今回の琴殴結梨にもこの叫実は成立する

･ものとかんがえ,二者の関旅をiilissく5一の時間如亡率

仙班-攻 究抱の計W.-))敵にしたがつ{その固相力砧式
y--5+b(T-チ)

にもとめた｡その結氷は妨2･Jiのごとくである｡ここ

で アtよりl火放妃岬札 bは致死伯執 すなわちもと

むる帆桐紋のIrJ係数で,その辺放1/b=ult変捜され

た抵抗性の正規分収的帆の刑 場腿 である;そしてこ

の図係を図読したのが邪4回であるlo,

Table2･Characteristicsofthetime-nTOr-
talitylegreSSionlJ'ncsofadultsoftheazuld
tiean weevil(CaiLosobyuchus'.chi"ens;sL.)
forthepowderofdifferenttwoparticle
shapeSOfcalciumcarbonate.

一 ′76 89905 0

葦 _

＼

･Time.Td-T

Fig･4･Time-mortality.regressionlinesoE
adultsoftileaZukibeanweevil(CaZZoチObru-
chiLSChl'netZSL'sL.)forthepowderofdiLrer-∫
enttwoparticleshapesoE-calciumcarlJO･
nate･(lefttoriglit.;S-6,8;U,8;S-6,早;
U,?): '

Table1.Tirhe-T(day)perCCntmortalityYdataoEadultsoEtheazukl'beanWeevil
forthepowderoEdiLrerentいvo･particlcsh叩CSOfcalcinmcarbonate･

lti
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･lv イエJlエ成虫を落下仰転せしめる効力
(I) DDT粉剤の調製｡t･.L･'-DDT(mp･1070-

1080)のみを乳鉢で脚押し.32.-1メッL'ユの Tylcr

の惣畔相を泣出せしめた伐期椴カルシウ_Lとともに飢
各Hlで槻城的に配分し七5,00,粉知とした｡
(2) 供試昆虫｡供拭イエJl'ェは))',:榔大判ヒ学研究

例rhJ帥卸先Laの系統で,さきの7*キt/ウムγと同様
の地理をほどこしてえらばれ 掛野!.の条件下で飼育さ

れた一群であるO宰 執こは窄化綾 4-5円を↑た何体
_をもちいた,,

(3).臭験装置と方法6-実験装置,方法ともまた長

沢一高野(12'によってしろされちところと'処理勤 tをI
0.1gJとした以外は大作おなじであ右｡なおこの実験

は 1951年11月15円弧蛇23oC の定氾空中でおこなつ.

た｡

(4) 実験結果｡粒子の形のことなった淡憤カJLシ
ウムを的休とした P''i･'TDDT5%野刑2位の処撃的

THl■(T)と. 敢落下仰転虫敷革 (YK) 与の国籍を光
読すると約3衣のごとくである｡節3炎の実験枯月ミをt
Tal,le3･･T.imeT (mih･)-percerltL'ndek
downYKdataof_adultsofthe'common
house月y(MIJSCadomesEicaL.)forthe5%
?.♪'-DDTpolyderpreparedlVit】一thepow-
derofdlはerenttwoparticleshapesof
calciumca■rhoTlate.

nj.廟 17･放

t.致搭下仰転か敬聯 YA･を l-rObityk に変換 し<
もとめた時的一三恥訂Il'仰銃火放てP阿村税の-Jmr'=式

yk-5+b(I-7)

のIlJ系払 すなわち蜘軒tJ仰転出数朋率で,その逆数

1/b--qlま変放された抵抗性の正規納 曲税の標準偏

･Ahtであろofは中火肝亡,放言粁fJ仰揺虫放率分布此税
のモードのrlrfの対数,その逆相数値 ,p--logli-は小
火致落下仲宿咋汀"であ右｡なおこの関係をBg読したの

が妨-5回である｡-
Trld.T-

It∫
弓
1
-1
d
I-
t■
-
一
m

Illiss(5)の probit法によって整理すると節4表にし

めしたような結兄をえるこここで bは時間 Tを対数

Table4.JCharacteri畠ticsofthetime-7{nolck'down
gressionlinesoLadultsorthecoLmrhonl1011Se

T-kbprahr
JFig.5.Time-knockdownregressionlines
ofadultsoLthecornmbn'housefly(MzLSCa

domesLL'caL.)forthe6% t･,♪'･DDTpowder
-preparedlViththepowderofdifferenttlyo
particleshapesofcalciu血 carbonate.
(Blackcircles,U;Emptycircles,Sl5).

Ⅴ 考･ 桑

'筋 目 節においてこの実軌こもちいた琴酸キルS'ウ

ふノS:6.は細長い紡錘形をしめし,-巾とおなじ程度ゐ

高さをもつ粒子であるのに反し,Uは科方六面体結
晶を呈すること,ならびにこれらの粒度分村の モ ー1J

のtLL'･:は両･af･ともにひとり ､が,接着の方がその粒取 去

此校的均一であることをのべた｡_節.2尖の結果ならび

に別 図にみられるように ふ6JまU にくらべてあ

きちかにアズキゾウム5,にたいすも致死作用は大きい｡

この結凪ま雌雄ともにおなじであるO現在不活性物Tll
守哉粉の昆虫にたいする致死作用機構は,械粉托す･の-lJ-

する cr5･StallincforccsがFLj山のJilrJ比 (cpictltト

C:C)をLflつけて,水分にたいする苅TfJ比の不浄泣性を

的場するたり.体内の水分が外珊 こ放牧して二次的に

re･ 乾燥枯死するものであるという湖が一般に

8y 支持されている｡(1･℡13･1･OOlm･16･1718･'9'この

(M望∫Cadomest''caL･)forthc･~5% 2',P'-DDT･po叫er ことから C,yslallineforccs･の多い粒子
prep'aredlViththepOIVderofdiLrcrcnttwわparti℃le
s-hユpeSOfcalcium_carbonate.

Median

-T L -ト リ･2658･J

竺 l｣ 二聖 竺

3･761L,dII1･35138

の方がこうした abrasiveeffeetをおこす

機会が多いことは容易にしりうるところで.

time
で(TT)in)

●20.48

.22.61

が可旭である｡̀wigllessworth(17)はTi英LZI
の1哉粉が alumin･Tの糊粉よ()も昆づ1.にた
いする致死効ITJ叩モく,slate:の微粉はな

お効))が少いことをあげ,alun?inaの微粉

をつけた緋を指の光ですると非常にこまか

17
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い Sandpapelのように感ずるが,石英の徴粉はこ

の感じがやや少く,slateの微粉はなおなめらかな感

じをあたえ早ことをのべ,徴粉?有する crystalline､

∫?rcesが致死の主節囚tt-ある羊とを示唆して't･る｡

つぎに S-6,を担体とした9,3･LDDT粉剤の方が U

を相棒と′したそれよりもイ工,,くェの成虫を落下仰奄せ

しめる効力がたかいと＼ノ･う茄lV節の結果は,a!,ra-

sion の力の大きい級粉の方がそのカの小さい徴粉よ

り臼然,117･鞠が体内へ侵入するととを容易ならしめて

LItるためであると轡訳して間違いなかろ う｡紋粉の

alJrassiveeffectによt)殺虫剤の体内へゐ住人が容

易になる事実は,サS,ガメの1軽 tUIQdoniusの5齢∫
のfl･山について証明されているく17け なわも蒸滑水で2∴

%に:juめた-ニコチンを位全な Rhodoniusに軌 す

ると6時間でわづかに影響があらわれJ24時間になる

と恋い恕院がみえてくるが,一alumi,naでその背部を ･
あづかに･rubbed･しておくと,20分ですごに元気が

なくなり,､渉行も充分できなぐなるととが祝賀されて

いる.Vチノー.yの粉剤たっい/tも伽全な艮叫ま3迎

rLu後も̀そのままであるが,あらかじめ放粉ですりきず∴

をつけてL;-J(と8時fL.1以内で衷鶴があらわれ24時f臼1た

たないうちに死滅することを観'F.LiL,粉剤にabras- ~

sivccLrectのbよい粉体を氾入することは,汲む剤の ､

布助比をたかめるによい方法であると暗示している｡'-

孟冨禁 ノ誓/mnpfai.lma#7Jdo芸…芸 誌 去言霊 r､

の形肌 大きさ,税収と軌 こ閑聯したもののようであ

予とのべら叫で中るO､Wilsop&J･lneS':0'もまたある
的体が有効である担伽 ;あまり効製的で,なt､理由を＼
別状に説明することはできないが,粒--(･の形状と化学 '
的の組成が最も誼要のようであるとしるし,Wil?on

etal.,(el,~はロテl)_.>粉剤の担体として雌 阻状のタ

ルクは沌片状のタルクよりあずりよくない と報軌 -

TJurner もまたは碓状のタルクおよびクvJィは,.p

ナノ-ソの稀釈剤として P5,rOPhyllite＼よりきかな 一一
いことを発見している,同段にJanes良Wi､lsoJnく8)ち
また9,I,クはすべ七pチノーンの分散剤として貧弱な

ものであることをのべている｡

以上の実時結果は,われわれが殺虫粉剤の担体をえ

らぷ際にとくに考慮しなければならないt>とつの性質

をnJl示したものであるが,ただ実際使用の両において -

この性㌍がどこまで大きな~､veightをもって早の封

IVlを価氾づけうるかば,快打】の対象となる昆瓜 伴詮
をくわえようとする甜1物 ,乃革 まその時の環境条作

などに支配.Sれて変ってくるため,-概にこれをきめ

えないことに注意しなければならない｡担作それ臼作

の政争E効湘79垂登別にあたえる祁肋効月ミが,実際蚊用

の均分は枚椎に相関聯して,ひとつの有効度としてあ

18 ､ / ～
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らわれてくるため,ひとつの性質を大きくとりあげて

-その担体の鮎劣をきめよう阜するととは当なえたもの

とはいいがたいOやはり一応こ孝tを生物試陵にかけて,

有効度としてあらわれたその準位から綜合的な価脚 )
断をなすべきであるとかんがえられる｡.そうした見解

をとるならば,やはりここに必要とされるわは公定の

提準手叩 を設恵することで{-こ坤 此校の韮幣として
俊秀な担体を検出する方向にむかうべきであろう.

JVト 摘 要

(r) 巾とJSlな_じ程度の高さをもつ細長い紡錘形を

した米駿カんン-ウムの紋粉 (SIS)は,御方六細体結

晶を星するそれl(?) よりもナズ牛.''ウムS'にたいす
る致死効果が大きい｡

(2) これらを担体とする効力はタ,♪∵DDT.5%
粉剤の'ィェ,くェの成虫を落下仰癌せしめる S-6の方

が U に此して高い｡

(3)役粉の有するcr?'stallinefore,cs.̀i成虫に
たいするahrassをl,CeLrectを桁大L,袈llJ皮の作水

分休持匪髄を取壊するとともに,詩剤の仏内柁人を容

易ならしめるものと考えられる｡

I(4) 俊足担体の選択は,殺虫粉剤の割出の際税政
しなければならない謁要な都項である机 禎稚なる綿

性'j-1の結合された担体の優劣i羊.箕際使用のそれとで

き′う扇 ､ぎL)泣い条件下において生物学釣見地から検
●

定さるべきものであろう｡･

(5) 俊艮担体検出のために公F'jEの控雄三試駄川相 木

の設定はまたのぞましいものと考えら1Lる｡
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lhs七･GenJ･ih･on̂Ŷ亘I.･̀Kl･ng Jochugiku､KogyoCo･,Ltd･AFrricultl.ralChemicals
ExperiTPentStation)Received Fcl,.･28.1952.Boty･L-Kaga八一L17,19/19･-)2̀ (,vith
Englishresume.27)

′5. BHC粉剤の殺虫効力と小春の発芽伸長率 との相硯にらいて 小林源次 く争./グ除申菊

工米株式今社恩典釈放賂)27･2･28受理 r
＼

現在 I3HF の殺虫力については,.もっぱらそのγ一

異性体の含有故によって有効恐姥を指読している｡そ

れでこの有効成分が貯紋巾に減退するか2Tむかについて,

雄者はIrf蹴せる rmC 粉剤をmい七校虫効力の比校
突放を試みた｡その設虫-JJは貯械畑刑 による場合よ()

ち.艶話個体による差異があま~りL/も大き-かつたとこ

ろから,各班の実験を繰返して行った結果,本剤が小

変の発芽l申長に対して非常に敏感であって,その膨yTJ学

は殺虫卑ltのrluに掛 ､相関がある与と々 知った｡さら

に各班の-R晶及純々の nlic 原米より調婁した同一

γ波乾の粉剤についても繰祝し希柘の弔虫に対し七実

陵を試みたところが,いずれも相関の有,q:伽 耶いと

とを認め,その他の田附こういても附 け べき輔弼が
覗がわれた｡

粉剤としての冊凪 ●m作のfgI.那,:E.lJn･.況合法など
による物理的牡状についても,なお放対を加える必変

那.5'7.けれども,今日までの超過と成机の概況を記し

て,JR耶 K･-i:の御批判と御孜,-T:を仰ぐ次節7:t'ある｡

本突放を行うに際して希批判n7]の試料を碇供下さつ

た,和歌山県泣叫拭敵城技師片山昭吾氏,BIICの γ

紐旺測Ath及び希柑拭料のI,3;'B剤に協力された当批研究三 _
各氏.及び生物実随に助力せられた当場研究員の各位

に探誹の恋を袈する｡-. I
第 1実験 'IiHC粉剤 (γ:0.5%)の混入ia･と小安

の発芽伸長開拓

nlTCのいづれの只性休が,どの‡l'i蛇の狐 竹 三川を ′

彰まわ+ものであるか評らかでないが,大作 γ及び く

異性体であることは.ほ じ知られたことである｡それ

で-股に佐川されている mIC 粉剤 (y:0.5,%')那,

小変の発酬 い長にいふなる程兜の作川を完すものであ

さかに'iDいて,予陥的に実漁を試みた｡~,

突放方法 ノー

供試細物 小安 ●(農林56号)

仇拭粉剤 キソグ JBHC.0.5%粉剤 (13HC原末 Y;

12.0%)昭和2咋 8月24日製法 ..

宍施糊口 .昭和25年10月5日播瞳.同年10JllO日嗣

禿

剤87,･班 Lri在15占m のシャーレを仙 ･.-水洗パ･Z ＼
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